
る
場
合
で
も
、
そ
の
取
得
方
法
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
そ
も
そ
も
デ
ー
タ
の

種
類
が
違
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
結

果
に
大
き
な
誤
差
が
生
じ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
」（
大
橋
氏
）

　

そ
の
た
め
ど
の
く
ら
い
の
精
度
の

デ
ー
タ
が
必
要
か
、
使
用
目
的
に
よ

っ
て
、
使
い
分
け
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
、
都
市
全
体
の
人
の
流
れ
を

分
析
す
る
際
に
は
、
大
ま
か
な
移
動

経
路
を
把
握
す
る
メ
ッ
シ
ュ
（
範

囲
）
の
広
い
Ｇ
Ｐ
Ｓ
デ
ー
タ
の
活
用

で
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
詳
細
な

動
線
や
特
定
の
施
設
へ
の
流
入
状
況

な
ど
、
商
圏
分
析
を
す
る
場
合
に
は
、

よ
り
精
度
の
高
い
デ
ー
タ
が
求
め
ら

れ
る
。

「
住
宅
地
に
面
し
た
駅
の
西
口
と
、

商
業
地
に
面
し
た
東
口
の
ど
ち
ら
に

人
が
流
れ
て
い
る
か
な
ど
、
実
態
・

実
数
を
把
握
し
た
い
場
合
『
駅
カ
ル

テ
』
が
非
常
に
有
効
で
す
」

「
駅
カ
ル
テ
」
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
人

流
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
で
、
精
度
の
高

人
流
デ
ー
タ
の
活
用
例
も
年
を
追
う

ご
と
に
増
え
て
い
ま
す
」（
大
橋
氏
）

高
度
な
戦
略
立
案
に

役
立
つ「
駅
カ
ル
テ
」

他
に
は
な
い
三
つ
の
特
長

　

人
流
デ
ー
タ
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
増
え
て
い
る
が
、
利
用
す
る
企

業
や
自
治
体
か
ら
は
、
分
析
の
精
度

や
使
い
勝
手
に
対
す
る
不
満
も
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
だ
。

「
同
じ
範
囲
の
人
流
デ
ー
タ
を
集
め

し
た「
駅
カ
ル
テ
」は
、す
で
に
多
く

の
企
業
や
自
治
体
が
活
用
し
て
い
る
。

「
あ
る
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
お
客
さ
ま

は
、
通
勤
・
通
学
圏
デ
ー
タ
を
基
に

マ
ン
シ
ョ
ン
開
発
の
候
補
地
や
、
広

告
宣
伝
を
行
う
沿
線
の
選
定
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
で
は
、
駅

前
の
再
開
発
に
当
た
っ
て
、
ど
の
属

性
の
人
が
１
日
何
人
訪
れ
て
い
る
の

か
と
い
っ
た
デ
ー
タ
を
開
発
計
画
作

り
に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ

う
で
す
」
と
大
橋
氏
。

　

駅
利
用
者
数
だ
け
で
な
く
、
属
性

ま
で
把
握
で
き
る
「
駅
カ
ル
テ
」
は
、

小
売
・
飲
食
業
の
出
店
計
画
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
な
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
24
年

10
月
に
は
「
駅
カ
ル
テ 

消
費
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
」
と
い
う
新
た
な
サ
ー
ビ

ス
も
提
供
開
始
し
て
い
る
（
図
２
）。

　

こ
れ
は
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
デ
ー
タ
と
、

公
的
統
計
に
よ
る
年
収
や
支
出
な
ど

の
デ
ー
タ
を
掛
け
合
わ
せ
た
指
標
で
、

駅
や
駅
周
辺
エ
リ
ア
に
お
け
る
、
周

辺
居
住
者
と
電
車
で
訪
問
す
る
人
の

消
費
額
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
橋
氏
は
、「
今
後
も
、
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ

ａ
を
基
盤
に
外
部
デ
ー
タ
と
組
み
合

わ
せ
る
な
ど
、
価
値
の
高
い
人
流
デ

ー
タ
の
提
供
で
、
開
発
戦
略
や
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
支
援
を
し
て
い
き
た

い
」
と
語
っ
た
。

さ
に
定
評
が
あ
る
。
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の

利
用
デ
ー
タ
を
基
に
人
流
を
追
跡
す

る
か
ら
だ
。

　

Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
は
、
利
用
者
が
駅
へ

の
入
出
場
時
に
自
動
改
札
機
に
タ
ッ

チ
す
る
と
、
そ
の
履
歴
が
ほ
ぼ
確
実

に
記
録
さ
れ
る
の
で
、
欠
損
デ
ー
タ

が
生
ま
れ
に
く
い
。
し
か
も
、
出
発

地
と
目
的
地
が
明
確
な
の
で
、
通

勤
・
通
学
や
、
買
い
物
、
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
人
の
流
れ
が
、
か
な
り
高
い

精
度
で
ト
レ
ー
ス
で
き
る
の
で
あ
る
。

「
ど
の
改
札
機
か
ら
入
出
場
し
た
の

か
も
記
録
さ
れ
る
の
で
、
出
口
ご
と

の
人
の
流
れ
も
分
か
り
ま
す
」
と
大

橋
氏
は
説
明
す
る
。

「
駅
カ
ル
テ
」
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

約
６
０
０
駅
分
の
人
流
分
析
レ
ポ
ー

ト
を
、
月
次
・
年
次
で
提
供
す
る
サ

ー
ビ
ス
だ
。
通
常
版
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式

の
レ
ポ
ー
ト
だ
が
、
デ
ー
タ
を
加
工

し
や
す
い
エ
ク
セ
ル
版
も
希
望
に
応

じ
て
提
供
し
て
い
る
。

　

そ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
、
大
き
く
三

つ
の
特
長
が
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、
各
駅
を
利
用
す
る
正

確
な
人
数
や
性
別
・
年
代
が
分
か
る

こ
と
。し
か
も
、推
計
で
は
な
く
実
数

で
把
握
で
き
る
の
が
、
他
の
人
流
デ

ー
タ
サ
ー
ビ
ス
と
の
大
き
な
違
い
だ
。

　

二
つ
目
は
、

入
出
場
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
、

通
勤
・
通
学
圏

や
商
圏
が
把
握

で
き
る
こ
と

（
図
１
）。
さ
ら

に
、
ど
の
駅
か

ら
ど
の
駅
に
向

か
っ
て
い
る
の

か
と
い
う
人
の

流
れ
だ
け
で
な

く
、
次
の
入
場

ま
で
の
滞
在
時

間
も
分
か
る
の

で
、
通
勤
・
通

学
客
か
、
買
い

物
・
レ
ジ
ャ
ー

客
か
、
住
民
な

サンプル駅訪問者の発駅図1
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駅カルテの詳しい情報はこちら

東日本旅客鉄道人人 流流 デデ ーータ 解タ 解 析析 のの 活活 用用

ー
タ
を
活
用
で
き
る
』
と
伝
え
る
と

驚
か
れ
る
こ
と
も
多
い
ん
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
東
日
本
旅
客
鉄

道
（
Ｊ
Ｒ
東
日
本
）
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
本
部 

戦
略
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
部
門 

デ
ー
タ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

ユ
ニ
ッ
ト
の
大
橋
昌
宏
氏
だ
。

　

今
や
、
人
流
デ
ー
タ
を
活
用
す
る

企
業
や
自
治
体
な
ど
は
、
増
加
の
一

途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
不
動
産
開
発

な
ら
、
通
勤
・
通
学
に
適
し
た
場
所

に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
て
る
こ
と
、
小

売
・
飲
食
業
で
あ
れ
ば
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
す
る
消
費
者
が
集
ま
り
や
す
い

場
所
に
店
を
構
え
る
こ
と
が
肝
心
だ

が
、
従
来
そ
う
し
た
場
所
選
び
は
、

勘
と
経
験
に
頼
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

だ
が
、
デ
ー
タ
ド
リ
ブ
ン
経
営
が

重
視
さ
れ
る
今
日
、
勝
て
る
根
拠
が

あ
や
ふ
や
な
投
資
に
は
、
社
内
外
か

ら
厳
し
い
視
線
が
注
が
れ
る
。
株
主

や
経
営
者
を
納
得
さ
せ
る
に
は
、
実

際
に
人
が
集
ま
る
こ
と
を
人
流
デ
ー

タ
で
裏
付
け
る
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　

行
政
計
画
も
同
様
で
あ
る
。

「
政
府
が
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
（E

vidence 

B
ased P

olicy M
aking

：
証
拠

に
基
づ
く
政
策
立
案
）
を
推
進
す
る

動
き
に
沿
っ
て
、
各
自
治
体
で
も
デ

ー
タ
分
析
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
自
治
体
に
よ
る

社
が
人
流
デ
ー
タ
を
販
売
し

て
い
て
、『
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
の
デ

弊

の
か
と
い
っ
た
細
か
な
分

析
も
で
き
る
。

　

そ
し
て
三
つ
目
の
特
長

は
、
過
去
か
ら
の
人
の
流

れ
の
変
化
が
分
か
る
こ
と

で
あ
る
。
約
６
０
０
駅
分

の
月
次
レ
ポ
ー
ト
は
、
２

０
１
７
年
度
ま
で
さ
か
の

ぼ
っ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
能
。
時
系
列
で
レ
ポ
ー

ト
を
見
比
べ
れ
ば
、
駅
ご

と
の
人
流
の
変
化
が
浮
か

び
上
が
っ
て
く
る
。

開
発
地
の

最
新
の
消
費
規
模
を

把
握
で
き
る

　

22
年
５
月
に
提
供
開
始

東海道沿線からの
訪問者が多い

PR 


